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Ⅴ.考察 







































2002 年「国連持続可能な開発会議」で、日本と NGO が共同提案した「持続可能な開発







2015 年の国連総会では『持続可能な開発のための 2030 アジェンダ』が採択され、貧困



























































































芸術的なものである（第 4 象限）とした（クリフォード 2010：第 10 章）。ここで重要な






























































                                                   
1 総合地球環境学研究所が主催し、国際交流基金、トヨタ財団が助成している。 
2 食料の安定確保を目指す国連食料農業機関 FAO が、衰退しつつある伝統的な農業、文化
風習、生物多様性などの保全を目的に 2002 年に開始した認定制度。 
3 ここでの聞き書きは、NPO「共存の森ネットワーク」が主催する「聞き書き甲子園」




































                                                   
5 バギオ市出身。母は元バギオ市長。元 OECD 職員。世界的映像作家で代表作『悪魔の香
り』(1977 年)はフランシス・コッポラが配給権を獲得し国際的な注目を集める。その頃か
らナウヤックとの交流が始まる（清水 2013：38）。 
6 ハパオ村出身。木彫り職人、仲買人。1982 年～1997 年までバギオ市アシンロード地区






















筆者は、2014 年 8 月 15 日、16 日に収穫状況に応じて不定期に開催される収穫儀礼の 
フワとプンノックに立ち会う機会を得た。その後 2015 年 12 月 30 日~2016 年 1 月 3 日、
2016 年 8 月 5 日~15 日に現地調査を実施し、ハパオ村の農耕儀礼の主催者・執行者、プ
ンノック復活の関与者であるキッドラット・タヒミックとロペス・ナウヤック、地元行政
官、地元教育関係者、一般の村人など、合計 25 名から聞き取りを行った。 




いては、2011 年 5 月 18 日~21 日の愛知県名古屋市での演劇公演以降、2012 年 4 月 28 日
~5 月 6 日、2012 年 6 月 25 日~7 月 1 日、2014 年 8 月 7 日~17 日にわたってイフガオ州
を含むコーディリエラ山岳地域での活動を現地調査してきた。 
 
２-１. ハパオ村の地理的経済的背景   
調査地のハパオ（Hapao）村10は、マニラの北、約 350km に位置する。標高 1,500m 前 
後の山々が連なるルソン島北部コーディリエラ山岳地方の奥深い山村で、イフガオ
（Ifugao）州フンドゥアン（Hungduan）郡11に属する（図 1、図 2）。イフガオ州（図
                                                   
10 本論では、調査対象の地名、個人名は匿名とせず、すべて実名としている。これは、プ
ンノックとその歴史を整理・記録し、残すことに意義があるからである。 
11 行政単位を表す英語表記は、フンドゥアン郡もバナウェ町も Municipal である。本論で
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拝、首狩り、長子優先相続などを挙げている（合田 1997：28）。イフガオ州は 11 の自
治体で形成され、コーディリエラ棚田群として世界遺産としてリスト化された棚田の
ある自治体はマユヤオ、バナゥエ、キアンガン、フンドゥアンの 4 地域である。フン
ドゥアン郡は、9 つのバランガイ（barangay）12と呼ばれる村で構成されている（図 2）。 
フンドゥアン郡の調べ （図 3）によると、ハパオ村の世帯数（2011 年）は 324 世帯、人
口（2010 年）は 2,138 人で郡全体の 21%を占め、9 つの村で最上位である。4 年前の統計















用であるが、余剰や不足があれば、村の中では 1kg＝50 ペソほどでやり取りをする。 
またハパオ村は、観光土産や輸出用に木彫りの像や置物を製作する中心地であり、それ 
に従事する者も多く、重要な現金収入源となっている。農作業の合間に副業として木彫りを
する者も含めれば、100 世帯以上で男たちは木彫り仕事をしている（清水 2013：200）。 
                                                   





図 1 フィリピン共和国イフガオ州            図 2 イフガオ州フンドゥアン郡     







人 口 世帯数 
電気送電 
世帯割合% 
ハパオ 14.0 2,138  324  92.3 
バアン 29.3 935  175  98.5 
ヌングルナン 30.9 857  168  68.9 
ポブラシオン 23.9 1,545  289  81.9 
ボキアワン 16.3 1,366 241  7.1 
アバタン 25.3 849  136  11.0 
バンバン 19.8 832  142  8.6 
ルブオン 45.5 775  178  19.9 
マゴック 24.1 636  109  10.6 
フンドゥアン郡全体 229.1 9,933  1,762  67.5 
表は『総合開発計画 2013-2016』2012 年フンドゥアン郡発行をもとに、筆者が作成し
た。人口は 2010 年統計庁調べ。世帯数は 2011 年の調査による。送電設備の世帯数の割合































                                                   
13 イフガオの地元 NGO「SITMo」が中心に活動し、2006 年からは日本ユネスコ協会連盟
が NIKE プロジェクトを支援している（関口 2012：85）。 































































 筆者が 2014 年 8 月にハパオ村を調査した頃には 4 名のムンバキがいた。2014 年の収穫
儀礼フワとプンノックを執行したムンバキ（写真 4）であるアポ・ガノは、2016 年 7 月に
亡くなった。2016 年 1 月に面会した最長老のムンバキ、アポ・ディナムリンは、面会 1 か
月後に亡くなり、ハパオ村のムンバキは 64 歳と 80 歳の 2 名となり後継者問題が深刻化し
ている。 














邪術も用いられた（合田 1998：120）、（熊野 2006：90-91）。 
現在、筆者が確認できたムンバキの人数は、ハパオ村 2 人、バアン村 2 人、ヌングルナン
村 2 人であり、イフガオ州全体で約 30 名と言われている。ムンバキは世襲されることはな
い。ムンバキになるためにはリヤ（liyah）と呼ばれる叙任式を受けなければならない。リ
ヤでムンバキとしての適性が認められ、初めてムンバキになることができる。 




叙任式であるリヤで供犠する豚の費用である。1 頭当たり 12,000〜15,000 ペソで彼は 3 頭







ジョセフ・ナカケ（男性 62 歳）は、42 歳の時にリヤを受けた。祖父、父もムンバキであ
                                                   
17 豚の価格帯は、現在、ハパオ村で通常取引されている価格帯である。2017 年 2 月 10 日





















































昼食は、供犠した豚の腸以外の部位を参加者全員で食し、収穫作業を行う。         
ドゥムパッグは、村の収穫作業の進捗状況を確認しつつ、月が三日月から満月になる頃を
見計らって、収穫儀礼フワ（huwah）の日取りを決める。フワはドゥムパッグの倉の下で午
前 7 時から正午までの間にムンバキが行う。翌朝午前 7 時頃、儀礼グノッブ（gnob）では、
ドゥパックで燻製にした豚の腸と前日に供犠した鶏をムンバキとドゥムパッグの家族で食















3-1-1. 収穫儀礼フワの過程  
収穫儀礼フワの日取りは、村の収穫作業の完了と月の満ち欠けからドゥムパッグ（図 4)
が判断し、フワの 1 週間から 2 週間前に、ドゥムパッグからハパオ村の行政の長である村




るバヤ（Baya）が入った、高さ 50～60cm ほどの大きな甕と儀礼箱18である。 
儀礼箱の大きさは大小あるが、ドゥムパッグの家の儀礼箱は村内で大きいものとされ、
縦 50cm、横 60cm、高さ 10cm ほどで木製の蓋付きの黒塗りである。儀礼箱は、ムマ
（muma）という木の実の皮、10cm ほどの稲穂 4～5 本、鶏の羽 3 枚、卵の代わりに占い














































（Pulla）と呼ばれる場所（図 3 △2 地点）など 3 ヶ所と、バアン村とヌングルナン村の







図 3 ハパオ村周辺の綱引きの場所   
      
        













































































































































年に戒厳令は発令され、1981 年に解除されるまで 9 年間続いていた。これらの言説は、
中断した時期とその要因についてほぼ一致しており、ハパオ村で多く語られる。 
しかし、フィリピンの全国有力紙インクワイアによると、プンノックは 1986 年を最後





                                                   
22 ハパオ村出身。木彫り職人、仲買人。1982 年～1997 年までバギオ市アシンロード地区
の区長を 3 期務める。1993 年優秀先住民リーダーに選ばれ、ラモス大統領からマラカニ
アン宮殿で表彰を受ける（清水 2013：38）。 
















































































位が発表され、各チームに賞金の授与がある。金額は 1 位のチームに 3,000 ペソ、2 位は
















                                                   







































29 ハパオ小学校の生徒数は 270 人、教員は 11 人。バアン小学校の生徒数は 100 人前後。 
ヌングルナン小学校の生徒数は不明。 


















































韓国文化庁の主導の下で、ベトナム、カンボジア、フィリピンの 4 ヵ国で、「Tugging 
ritual and games」の名称で、現存する農耕儀礼の綱引きを無形文化遺産として共同申請し、
2015 年 12 月に登録を実現した。 
フィリピン側の代表である NCCA（国家文化芸術委員会）の顧問で文化人類学者でもあ












                                                   











ラム」（2012 年〜2013 年）を実施した。その結果をもとに、韓国の唐津市（Dangjin） 

























3-2-6. 加速する観光資源化で生じる軋轢  
フンドゥアン郡長のヒラリオ・ブマガバン（男性 55 歳）は、前郡長から伝統文化振興
政策を引き継ぎ、重点政策としている。筆者がブマガバン郡長に最初に面会したのは、























フンドゥアン郡のトゥゴ（Tungoh）フェスティバルは、毎年 4 月 17 日～19 日に固定
















プンノックの無形文化遺産登録直後の 2015 年 12 月、フンドゥアン郡長は、「今後もプ
ンノックは、農耕儀礼としてドゥムパッグの意思を尊重していくが、開催日の告知を現在
の 1 週間前から 2 週間前にして欲しいとお願いするつもりだ」と話していた。 
 無形文化遺産になったプンノックの開催直後の 2016 年 8 月、フンドゥアン郡長は、「来






は 7 月 23 日に開催した。多くの外国人観光客、報道官関係者が来てくれた。ユネ
スコには NCCA を通じて関係者を招待したが、来ていない。ピカチェ、レスピシオ
ら 3 人の NCCA 関係者は参加してくれた。早い時期、多く人たちから、開催日の
問い合わせをもらったが十分な対応ができなかった。7 月 15 日にエレナさんの家を


































































































                                                   
32 総合地球環境学研究所が主催し、国際交流基金、トヨタ財団が助成している。 
33 食料の安定確保を目指す国連食料農業機関 FAO が、衰退しつつある伝統的な農業、文
化風習、生物多様性などの保全を目的に 2002 年に開始した認定制度。 
34 ここでの聞き書きは、NPO「共存の森ネットワーク」が主催する「聞き書き甲子園」












2018 年のワークショップは、花崎攝の他に日本人ファシリテーター2 名と CGN の教育
演劇活動に関わってきたコーディリエラ出身のファシリテーター5 名の計 8 名でなされ
た。どのファシリテーターにとっても聞き書きの手法は、初めての試みになる。 
ワークショップのメインファシリテーターの花崎攝は、2012 年から CGN の招聘を受
け、演劇ファシリテーターとして活動している。花崎攝は、かつて日本の演劇集団「黒テ





ウェ、フンドゥアン、キアンガン、マヨヤオ、ティノック、ラムットの 7 地域から 17 名
の高校教師とイフガオ文化遺産事務局から 1 名の計 18 名（男性 5 名、女性 13 名）であっ















                                                   
ン」を継続的に開催してきた。環境演劇キャラバンを契機に結成した「アナク・ディ・






































の立場で感想と意見を交わした。   
  


































































































フガオ民族の竹楽器作りのワークショプ（7 月 7 日）と、日本とフィリピンのアーティス
トによる背景幕制作のワークショプ（7 月 14 日~15 日、21 日~22 日）が実施された。演
劇指導については、日本とフィリピンの演劇ファシリテーターが高校 8 校を訪問し、制作
中の作品への助言と演劇ワークショップ（8 月 17 日～21 日）で発表公演に向けた最後の
仕上げがなされた。高校教師と演劇ファシリテーターから指導を受けた高校生らは、自分
たちの地域の農業をテーマに地元の伝統文化継承者、農業従事者を中心に聞き書きした言




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５-２. 文化の教育資源化と教育資本の関係性   
  文化の資源化と文化資本の関係性については、主に芸術と文化について論じられてき













       芸術資本             教育資本 
  




                観光資本 
 
 
       図 4 持続可能性を生成する文化の教育資源化と教育資本 
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                      客体化を目的とした教育資源化 
教育資本の 
減少要因              客体化 
 
                      制度化を目的とした教育資源化 
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写真 1 棚田が広がるハパオ村         写真 2 田植えの時期のハパオ村周辺 
    






    写真 3 ドゥムパッグ         写真 4 ムンバキ（写真右）の供犠     
 
        2014 年 8 月 15 日ハパオ村 筆者撮影        2014 年 8 月 15 日影ハパオ村 筆者撮影 
   
写真 5 ムンゴパとキナアグ 写真 6 先導するムンゴパ  写真 7 声高らかに響くゴバ 
 
2016 年 7 月 23 日ハパオ村 ルエル・ビムヤグ撮影（写真 5~写真 7） 
 
   
写真 8 パキッドをキナアグに繋ぐ       写真 9 綱引き開始 
 




写真 10 キッドラット（左〉とロペス〈右〉     写真 11 プンノックで語るロペス 
 
2015 年 12 月 30 日ハパオ村 筆者撮影    2016 年 7 月 23 日ハパオ村 山本佳波撮影 
 
 
写真 12 身体の動きによる表現         写真 13 タブロー〈静止〉による表現    
      
      2018 年 4 月 30 日ハパオ村 CGN 提供          2018 年 4 月 30 日ハパオ村 CGN 提供 
       
 
写真 14 ドゥムパッグからの聞き書き       写真 15 聞き書きを模造紙にまとめる       
 




写真 16 聞き書きをモノローグで表現         写真 17 各場面の演技を構成 
 















































写真 18 観光客をガイドする青年   写真 19 田植えをする農婦の家族 写真 20 石垣を補強するためのバタン 
 





















































写真 21 農家に戻った男性と家族  写真 22 有機栽培を嘲笑される女性 写真 23 身の上を語り合う学生 
  
 
第 3場面 初対面の男女二人の大学生が道で出会い、お互いの身の上話を始める（写真 23）。
男子学生は 23歳で 1年生。両親を助けるために 4年間、農業、建設現場、ベビーシッターなど

























































                                                   









写真 24 伝統文化継承者の語り   写真 25 稲を収穫する女性たち   写真 26 ドゥムパッグと夫の語り 
 
 
写真 27 収穫儀礼フワを見守るドゥムパッグの家族       写真 28 伝統と現代の葛藤を綱引きで表現
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